
被
差
別
部
落
に
係
わ
る
教
育
事
業
と
奨
学
資
金

－
　
姫
路
地
方
を
中
心
と
し
て
　
ー

大
　
垣
　
輝
　
行

第
〓
早
　
戦
後
の
被
差
別
部
落
の
実
態

第
一
節
　
全
国
の
地
区
数
と
そ
の
人
口
の
推
移

政
府
の
把
挺
し
た
地
区
数
は
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
の
同
和
地
区
実
態
把
捉
等
調
森
で
は
四
、
五
三
三
地
区
（
う
ち
同
和

関
係
人
ロ
が
把
握
で
き
な
か
っ
た
九
一
地
区
を
除
く
と
四
、
四
四
二
地
区
）
　
で
あ
る
。
過
去
の
調
査
で
は
、
一
九
六
七
年
（
昭
和
四

十
二
年
）
三
、
五
四
五
地
区
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
　
三
、
九
七
二
地
区
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
　
四
、
三
七
四

地
区
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
　
四
、
六
〇
三
地
区
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
　
の
調
査
に
よ
る
と
、
同

和
関
係
人
口
が
把
握
で
き
た
地
区
四
、
四
四
二
地
区
、
同
和
関
係
世
帯
二
九
八
、
一
二
八
五
世
帯
、
同
和
関
係
人
口
八
九
二
、
七
五
一

人
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
他
に
被
差
別
部
落
で
あ
り
な
が
ら
「
同
和
地
区
」
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
を

未
指
定
地
区
と
い
う
。
未
指
定
地
区
も
相
当
数
存
在
す
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
実
数
は
明
確
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
被
差
別
部

落
か
ら
地
区
外
へ
転
出
し
、
出
身
を
隠
し
て
い
る
人
々
を
加
え
る
と
相
当
数
に
上
る
。
所
謂
「
六
千
部
落
、
三
百
万
人
」
と
い
う
こ

と
ば
は
け
っ
し
て
誇
大
な
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
東
京
都
、
富
山
県
、
石
川
県
な
ど
で
は
同
和
地
区
は
皆
無
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
東
京
都
に
二
〇
地
区
、
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富
山
県
に
二
三
三
地
区
、
石
川
県
に
四
七
地
区
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
三
都
県
だ
け
で
も
相
当
数
の
未
指
定
地
区
が
存
在
し
て

い
る
。
同
和
地
区
数
は
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
　
か
ら
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
　
に
か
け
て
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ

は
地
区
住
民
の
意
識
の
高
ま
り
や
自
治
体
の
姿
勢
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
政
府
は
一
九
八
七
年
の
「
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
以
降
、
新
た
な
地
区
指
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

第
二
節
　
高
木
地
区
の
実
態

一
高
木
地
区
の
人
口
推
移

姫
路
市
は
合
併
以
前
か
ら
世
帯
数
も
人
口
も
順
調
に
増
加
し
て
い
る
が
、
姫
路
市
最
大
の
被
差
別
部
落
で
あ
る
高
木
地
区
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
　
に
は
七
三
七
世
帯
あ
っ
た
高
木
地
区
は
表
1
の
資
料
に
あ
る
よ
う
に

二
〇
〇
六
年
に
は
三
八
一
世
帯
に
半
減
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
地
区
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
、
部
落
出
身
を
隠
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
。

②
工
場
だ
け
残
し
、
住
居
を
他
地
区
に
求
め
て
い
く
人
が
い
る
。

③
隣
の
町
に
建
設
さ
れ
た
同
和
対
策
に
よ
る
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
人
が
増
え
た
。

④
一
般
市
民
の
人
権
意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
地
区
住
民
の
就
職
の
幅
も
広
が
り
、
地
区
外
の
他
業
種
に
就
職
し
や
す
く
な
っ

た
た
め
、
皮
革
産
業
に
は
従
事
せ
ず
、
地
区
を
離
れ
て
い
く
人
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
多
様
な
要
因
で
地
区
内
に
残
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
①
・
②
の

場
合
で
あ
る
。
こ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
「
部
落
差
別
が
厳
し
い
た
め
、
差
別
か
ら
逃
れ
た
い
」
と
い
う
思
い
の
人
が
現
実
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
人
達
が
自
分
が
部
落
出
身
で
は
な
い
と
振
る
舞
う
時
、
逆
に
部
落
差
別
を
し
て
し
ま
の
で
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あ
る
。
こ
れ
は
「
部
落
差
別
を
す
る
人
に
部
落
出
身
の
人
は
い
な
い
」
と
短
絡
的
に
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
自
分
た
ち
だ
け
は
差

別
さ
れ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
差
別
の
解
消
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
④
の
場
合
に
こ
そ
、
差
別
解
消
の
一
翼
を
担
っ
て
い

花田町高木の人口推移

表1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎年3月末

年

高 木地 区 姫路市全体

世帯数 男 女 合計 世帯数 男 女 合計

199 7年 4 17 5 23 5 53 1，0 76 164，77 1 22 8，3 29 24 1，4 2 6 4 69，7 55

1 998年 40 5 50 1 5 22 1，0 23 16 7，030 22 8，8 24 242，28 9 4 71，113

1 999年 39 2 48 1 50 1 9 82 169，603 22 9，70 3 243，19 5 4 72，8 98

20 00年 39 3 46 1 49 5 9 56 17 2，0 99 23 0，43 5 244，18 6 4 74，6 21

20 0 1年 39 1 44 5 4 79 9 24 174，259 23 0，8 13 244，9 44 4 75，7 57

20 0 2年 38 5 43 3 46 4 89 7 176，186 23 0，70 9 2 45，18 3 4 75，89 2

20 03年 38 5 42 3 45 5 8 78 178，529 23 1，25 6 2 45，6 83 4 76，93 9

20 04年 39 2 42 3 44 4 86 7 180，4 3 2 23 1，0 14 2 45，9 95 4 77，00 9

20 05年 38 1 40 5 4 29 83 4 182，293 23 0，8 75 24 6，2 25 4 77，10 0

20 06年 38 1 39 5 42 5 8 20 2 03，4 49 25 7，92 8 2 74，6 56 53 2，58 4

姫路市総務局総務部情報管理課資料（2）

る
と
も
い
え
る
が
も
う
一
歩
進
み
、
地
区
外
に
居
住
し
部
落
産
業

で
は
な
い
職
業
に
就
い
た
と
し
て
も
、
他
人
か
ら
「
出
身
」
を
問

わ
れ
た
と
き
に
は
胸
を
張
っ
て
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て

ほ
し
い
。
こ
れ
が
部
落
差
別
解
消
に
は
一
番
大
き
な
力
と
な
る
。

だ
が
現
実
に
は
地
区
外
へ
出
た
者
は
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
、
出
身

を
問
わ
れ
て
も
答
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
。
地
区
外
に

住
ん
で
も
先
述
の
よ
う
な
差
別
を
し
な
く
て
も
自
ら
が
部
落
出
身

で
あ
る
こ
と
に
は
敢
え
て
触
れ
な
い
。
で
き
る
な
ら
「
そ
っ
と
し

て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
の
が
本
音
だ
。
こ
れ
ら
の
現
状
を
知
っ

た
上
で
、
地
区
住
民
が
「
故
郷
を
誇
り
に
思
う
」
環
境
作
り
を
早

急
に
実
施
し
、
地
区
外
に
住
む
部
落
出
身
者
が
胸
を
張
っ
て
「
出

身
を
語
れ
る
」
よ
う
な
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
。
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二
高
木
地
区
の
生
活
環
境

前
述
の
高
木
地
区
の
よ
う
に
、
多
く
の
部
落
は
「
過
疎
の
高
齢

者
居
住
地
区
」
　
へ
と
急
速
に
変
化
し
っ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の



よ
う
な
部
落
の
現
状
を
考
え
る
と
、
効
果
的
な
行
政
対
策
を
迅
速
に
講
じ
て
も
ら
う
必
要
性
を
感
じ
る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は

各
種
考
え
ら
れ
る
が
、
一
つ
に
は
部
落
の
中
が
住
み
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
環
境
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
部
落
に
特
に
少
な
い
施
設
を
優
先
的
に
誘
致
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
よ
う
、
老
人
保
健
施

設
や
医
療
機
関
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
商
業
施
設
の
誘
致
等
を
行
政
が
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
な
ど
が
望
ま
れ

る
。
そ
の
上
、
こ
の
地
域
に
若
者
た
ち
が
居
住
し
や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
就
労
環
境
も
良
く
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

元
来
、
部
落
に
は
無
医
村
が
多
く
、
交
番
や
派
出
所
も
な
か
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
も

ほ
と
ん
ど
な
い
。
普
通
の
地
域
に
あ
る
も
の
が
部
落
の
中
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
全
寓
の
部
落
に
み
ら
れ
る
状
況
は
、
「
オ
ー
ル
ロ

3

マ
ン
ス
事
件
］
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
劣
悪
な
地
域
環
境
で
あ
っ
た
。
高
木
地
区
も
例
外
な
く
劣
悪
な
環
境
で
あ
る
。
火
災
が

発
生
す
れ
ば
消
防
車
が
進
入
で
き
な
い
狭
い
道
路
や
場
所
が
多
く
、
大
火
に
な
り
や
す
い
。
舗
装
さ
れ
た
狭
い
道
路
は
、
高
木
地
区

の
中
で
は
通
称
「
か
ま
ぼ
こ
道
路
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
か
ま
ぼ
こ
道
路
」
と
い
う
名
の
由
来
は
蒲
鉾
の
よ
う
に
中
央
が
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
そ
の
名
の
通
り
で
、
両
サ
イ
ド
の
側
溝
に
は
溝
蓋
す
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
雨
が
降
る
日
な
ど
は
皮
革
の
汚
水

と
雨
水
で
濡
れ
た
道
は
滑
り
や
す
く
、
い
つ
人
や
車
が
側
溝
に
滑
り
落
ち
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
道
路
で
あ
る
。

奥
ま
っ
た
地
域
に
は
粗
末
な
小
さ
な
家
々
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
壊
れ
か
け
た
空
き
家
も
多
く
あ
り
、
い
つ
火
災
が
発
生
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
に
あ
る
。
子
孫
が
途
絶
え
た
家
や
夜
逃
げ
し
た
家
な
ど
が
そ
の
ま
ま
空
き
家
と
な
り
、
朽
ち
て
い
く
の
を

待
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
解
体
し
更
地
に
す
る
に
も
持
ち
主
と
連
絡
が
取
れ
な
い
た
め
、
許
可
な
し
に
は
で
き
な
い
な
ど
問
題

が
多
い
。

長
期
に
わ
た
る
差
別
の
結
果
、
疲
弊
し
た
高
木
地
区
は
、
行
政
か
ら
も
社
会
か
ら
も
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
部
落
の
歴
史
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
土
地
の
評
価
額
は
一
般
地
域
に
比
べ
る
と
非
常
に
低
く
、
現
在
で
も
土
地
の
評
価
額
は
ま
だ
ま
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だ
低
い
。
二
〇
〇
六
年
度
（
平
成
十
八
年
度
）
　
の
高
木
地
区
の
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
土
地
単
価
が
一
万
五
千
円
か
ら
二
万
円

4

で
あ
る
。
す
ぐ
隣
の
一
般
地
域
は
三
万
三
千
円
か
ら
六
万
二
千
円
で
あ
り
恕
こ
の
よ
う
に
格
差
は
あ
る
が
、
こ
れ
で
も
以
前
に
比
べ

る
と
格
差
は
狭
ま
っ
た
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
解
放
運
動
や
同
和
教
育
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

エ

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

5

「
積
多
の
命
は
七
分
の
こ
と
言
わ
れ
た
江
戸
時
代
か
ら
の
名
残
り
が
土
地
価
格
に
も
影
響
し
、
依
然
、
格
差
は
続
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
部
落
か
ら
出
て
行
っ
た
人
の
土
地
や
家
屋
は
同
じ
部
落
の
人
以
外
に
は
な
か
な
か
買
い
手
が
つ
か
な
い
。
し
た
が
っ

て
土
地
価
格
も
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
よ
り
一
層
、
「
過
疎
の
高
齢
者
居
住
地
区
化
」
　
に
拍
車
を
か
け
て
し

ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

若
者
が
部
落
を
離
れ
て
い
く
こ
と
は
、
就
職
差
別
を
克
服
し
、
広
く
社
会
に
進
出
し
て
い
く
と
い
う
良
い
面
と
し
て
考
え
ら
れ
る

面
も
あ
る
が
、
部
落
出
身
と
い
う
烙
印
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
地
区
外
へ
出
て
行
き
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
行
く
と
い
う
悪
い
面
も

あ
り
、
地
域
住
民
を
複
雑
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

高
木
地
区
と
周
辺
地
域
と
の
土
地
価
格
格
差
は
部
落
差
別
の
結
果
で
あ
る
。
理
由
は
部
落
の
土
地
を
希
望
し
て
購
入
す
る
の
は
同

じ
立
場
の
部
落
の
人
か
、
ま
た
そ
れ
以
外
で
は
同
じ
く
差
別
を
被
る
立
場
の
人
々
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
多

く
の
人
々
が
購
入
し
か
け
た
ら
格
差
も
是
正
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
が
、
未
だ
に
同
じ
部
落
の
人
以
外
が
購
入
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
最
近
少
し
増
え
て
き
た
の
は
、
高
木
地
区
の
皮
革
産
業
に
就
労
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
な
ど
が
競
売
に
か
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
土
地
や
家
屋
を
購
入
し
て
い
る
例
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
歴
史
的
に
根
強
い
差
別
意
識
の
存
在
の
た
め
、
部
落
の
土
地
は
一
般

的
に
購
入
対
象
と
な
ら
な
い
。
一
般
的
な
購
入
対
象
に
な
ら
な
い
土
地
の
値
段
は
低
下
し
て
い
く
。
土
地
の
価
格
格
差
は
こ
の
よ
う

に
し
て
広
が
っ
て
い
く
。

以
前
に
不
動
産
業
者
の
広
告
な
ど
に
よ
り
安
い
土
地
を
取
得
し
た
人
た
ち
が
訴
訟
を
起
こ
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
不
動
産
業
者
の
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広
告
に
は
そ
こ
が
部
落
で
あ
る
と
表
記
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
購
入
し
た
人
々
は
業
者
の
不
当
売
買
だ
と
訴
え
た
の
で
あ

る
。
「
購
入
し
た
土
地
が
部
落
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
た
な
ら
、
購
入
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
業
者
の
言
い
分
は
　
「
購

入
者
は
他
の
土
地
よ
り
大
幅
に
安
く
買
っ
た
の
だ
か
ら
、
文
句
は
言
え
な
い
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
両
者
と
も
に
問
題
は
あ
る
が
、

特
に
購
入
者
の
言
い
分
こ
そ
「
部
落
差
別
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
行
政
が
部
落
の
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
土
地
価
格
に
も
差
別
が
な
く
な
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
　
部
落
に
対
す
る
奨
学
金
制
度

第
一
節
　
奨
学
金
の
流
れ

一
戦
後
最
初
の
奨
学
金

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
年
）
、
大
阪
市
教
育
委
員
会
か
ら
初
め
て
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
た
。

「
能
力
あ
る
者
に
高
等
学
校
修
学
の
機
会
を
均
等
に
得
さ
し
め
た
る
た
め
に
市
長
の
委
任
を
受
け
た
教
育
委
員
会
が
経
済
的

ご
じ

援
助
（
月
額
七
百
円
）
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
各
地
区
か
ら
若
干
名
ず
つ
支
給
さ
れ
た
］

こ
れ
が
戦
後
最
初
の
部
落
出
身
生
へ
の
奨
学
金
制
度
で
あ
る
。
全
国
規
模
で
の
奨
学
金
制
度
設
置
の
動
き
は
一
九
五
八
年
（
昭
和

三
十
三
年
）
一
月
の
部
落
解
放
国
策
樹
立
要
請
国
民
会
議
の
結
成
に
よ
り
、
そ
の
代
表
者
に
よ
る
国
会
な
ら
び
に
政
府
各
省
へ
の
請

願
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
全
国
各
地
で
教
育
要
求
闘
争
が
起
こ
り
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）
　
に
奈
良
県
教
育
委
員
会
独
自
の

「
奈
良
県
育
英
奨
励
資
金
制
度
」
が
設
置
さ
れ
た
。
京
都
で
も
同
時
期
に
同
様
の
奨
学
金
制
度
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
時
期
か
ら
全
国
各
地
で
独
自
に
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
。
部
落
の
切
実
な
要
求
と
そ
れ
を
支
え
る
多
く
の
人
々
の
願
い
が
政
府
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の
重
い
腰
を
上
げ
さ
せ
た
。
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
　
か
ら
全
国
の
各
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
奨
学
資
金
を
補
助
す
る

「
高
等
学
校
等
進
学
奨
励
費
、
文
部
費
補
助
」
と
い
う
予
算
を
組
ん
だ
。

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）

六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）

六
八
年
（
昭
和
四
十
三
年
）

六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）

二
十
府
県
四
大
都
市

二
十
三
府
県
四
大
都
市

二
十
六
府
県
四
大
都
市

二
十
七
府
県
四
大
都
市

二
、
八
三
四
人

五
、
〇
一
〇
人

八
、
六
〇
〇
人

一
二
、
七
七
〇
人

兵
庫
県
に
お
い
て
も
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
　
四
月
よ
り
所
謂
部
落
奨
学
金
制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

二
　
姫
路
市
の
教
育
事
業
等
と
奨
学
金
制
度
の
流
れ

姫
路
市
で
は
所
謂
解
放
学
級
の
前
身
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
会
が
戦
後
ま
も
な
く
始
ま
っ
た
。
津
熊
地
区
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
教
師
た
ち
が
子
ど
も
を
集
め
、
学
習
会
を
始
め
た
。
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
　
に
は
「
学
力
補
充
学
級
」
と
し
て

発
足
。
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
　
の
出
さ
れ
た
翌
年
の
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
）
　
に
は
兵
庫
県
が
「
教
育
奨
励
金
制
度
」
を
発

足
さ
せ
、
姫
路
市
で
は
一
人
三
千
円
を
支
給
し
た
。
受
給
生
は
二
百
九
十
二
人
だ
っ
た
。
三
千
円
の
内
訳
は
国
と
県
が
そ
れ
ぞ
れ
七

百
五
十
円
ず
つ
負
担
し
、
残
り
半
額
の
千
五
百
円
は
姫
路
市
が
負
担
し
た
。
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
　
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措

置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
姫
路
市
は
独
自
の
入
学
支
度
金
五
千
円
を
新
入
生
に
給
付
開
始
し
た
。

七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
　
に
は
学
力
補
充
学
級
が
「
学
力
促
進
学
級
」
と
な
り
、
十
六
地
域
で
開
始
し
た
。
こ
の
年
の
高
校
進

学
率
は
姫
路
市
全
市
が
八
五
・
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
対
象
地
域
の
進
学
率
は
六
七
・
七
％
と
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
姫
路

市
は
こ
の
年
、
独
自
の
入
学
支
度
金
給
付
額
を
増
額
し
た
。
（
一
万
円
か
ら
三
万
五
千
円
）
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七
二
年
（
昭
和
四
十
七
年
）
　
に
は
「
中
学
卒
業
生
就
職
支
度
金
」
を
姫
路
市
が
単
独
事
業
で
一
人
一
万
円
を
三
七
人
に
支
給
し
た
。

こ
れ
は
民
政
局
の
所
管
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
は
教
育
委
員
会
に
移
し
、
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
　
ま
で
実
施
し
た
。
七
四
年
（
昭

和
四
十
九
年
）
　
に
は
「
学
力
促
進
学
級
」
を
「
解
放
学
級
」
と
改
称
し
、
十
九
地
区
で
実
施
し
た
。
こ
の
年
、
「
教
育
奨
励
金
制
度
」

は
高
校
生
に
月
額
六
千
円
、
大
学
生
に
一
万
四
千
五
百
円
を
支
給
し
た
。
対
象
者
は
八
八
八
人
で
あ
っ
た
。
姫
路
市
独
自
の
入
学
支

度
金
給
付
額
は
一
万
五
千
円
か
ら
三
万
五
千
円
の
範
囲
で
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
五
年
に
は
「
教
育
奨
励
金
制
度
」
　
で
高
校
生
に
月
額
六
千
五
百
円
、
大
学
生
に
一
万
七
千
五
百
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
、

九
三
五
人
が
受
給
し
た
。
ち
な
み
に
兵
庫
県
全
体
で
は
七
、
三
〇
〇
人
に
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
は
入
学
支
度
金
は
一
万
七
千
円

か
ら
四
万
円
の
範
囲
に
改
正
さ
れ
た
。

七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
）
、
「
解
放
学
級
」
を
「
同
和
地
区
内
教
育
事
業
」
と
し
、
市
内
十
八
地
区
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
年
の

調
査
で
は
、
姫
路
市
全
市
の
高
校
進
学
率
が
八
九
・
四
％
に
対
し
て
対
象
地
域
の
進
学
率
が
八
九
・
〇
％
と
肉
薄
し
て
き
た
。

七
七
年
（
昭
和
五
十
二
年
）
、
「
同
和
地
区
内
教
育
事
業
」
は
「
同
和
地
区
教
育
事
業
」
と
改
称
さ
れ
た
。
だ
が
せ
っ
か
く
狭
ま
っ

た
高
校
進
学
率
の
格
差
は
ま
た
広
が
り
三
・
七
％
の
格
差
が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
（
全
市
九
一
・
一
％
、
対
象
地
域
八
七
・
四
％
）

「
教
育
奨
励
金
制
度
」
　
で
は
高
校
生
に
月
額
七
千
円
、
大
学
生
に
一
万
八
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
、
姫
路
市
で
は
千
人
が
受
給
し
た
。

七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
、
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
を
一
部
改
正
し
三
年
間
延
長
し
た
。
「
教
育
奨
励
金
制
度
」
　
で
は

高
校
生
に
月
額
九
千
円
、
大
学
生
に
二
万
七
千
円
が
支
給
さ
れ
、
姫
路
市
で
は
一
〇
一
一
人
が
受
給
し
た
。

八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）
、
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
が
期
限
切
れ
と
な
る
の
に
合
わ
せ
て
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置

法
」
（
五
年
間
の
時
限
立
法
）
　
が
成
立
し
た
。
こ
の
年
、
「
同
和
地
区
教
育
事
業
」
は
「
地
域
改
善
対
策
対
象
地
域
教
育
事
業
」
と
改

称
さ
れ
た
。
高
校
進
学
率
は
全
市
で
九
〇
・
四
％
、
対
象
地
域
で
は
八
三
・
四
％
と
格
差
が
よ
り
一
層
大
き
く
開
い
て
し
ま
っ
た
。
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「
教
育
奨
励
金
制
度
」
　
は
こ
の
年
か
ら
　
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
と
改
め
ら
れ
、
高
校
生
・
大
学
生
だ
け
で
な
く
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
生
に
も
広
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
高
校
生
二
局
等
専
門
学
校
生
に
は
給
付
す
る
が
、
短
期
大
学
・
大
学
生
に
は
貸
与
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
高
校
生
月
額
一
万
二
千
円
を
給
付
、
大
学
生
に
は
四
万
円
の
貸
与
で
あ
る
。
受
給
者
数
は
高
校
生
六
九
一
人
、

貸
与
生
は
大
学
生
八
八
五
人
で
あ
っ
た
。

八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
、
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」
は
期
限
切
れ
と
な
り
、
新
た
に
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係

わ
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
　
（
五
年
間
の
時
限
立
法
、
以
下
　
地
対
財
特
法
）
が
成
立
し
た
。
「
地
域
改
善
対
策

奨
学
資
金
」
は
、
高
校
生
・
高
等
専
門
学
校
生
に
対
し
て
も
貸
与
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

九
二
年
（
平
成
四
年
）
、
「
地
対
財
特
法
」
が
五
年
間
延
長
さ
れ
た
。
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
　
は
高
校
生
月
額
一
万
七
千
円

か
ら
三
万
九
千
円
、
大
学
生
に
は
四
万
円
か
ら
七
万
円
の
貸
与
と
な
っ
た
。
こ
の
金
額
の
幅
は
公
立
と
私
学
、
自
宅
通
学
と
自
宅
外

通
学
な
ど
に
よ
る
差
で
あ
る
。
貸
与
者
数
は
百
八
十
三
人
と
な
っ
た
。

九
七
年
（
平
成
九
年
）
、
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
わ
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
年
か
ら
、
国
庫
補
助
の
　
「
人
権
教
育
推
進
事
業
」
と
県
費
補
助
の
　
「
人
権
教
育
振
興
事
業
」
が
行
わ
れ

た
。
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
　
は
五
年
間
延
長
が
決
定
し
、
五
年
経
過
時
の
在
学
生
が
卒
業
す
る
ま
で
法
的
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
な
っ
た
。
高
校
生
月
額
二
万
千
円
か
ら
四
万
三
千
円
、
大
学
生
に
は
四
万
八
千
円
か
ら
八
万
二
千
円
が
、
一
三
一
人
に
貸
与
さ

れ
た
。二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
、
「
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
は
高
校
生
に
月

額
二
万
二
千
円
か
ら
四
万
三
千
円
、
大
学
生
に
は
変
化
な
し
の
四
万
八
千
円
か
ら
八
万
二
千
円
が
、
二
二
〇
人
に
貸
与
さ
れ
た
。

〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
、
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
は
高
校
生
に
月
額
二
万
三
千
円
か
ら
四
万
三
千
円
、
大
学
生
に
は
そ
の
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ま
ま
の
四
万
八
千
円
か
ら
八
万
二
千
円
が
、
貸
与
者
数
は
二
三
五
人
に
な
っ
た
。

〇
二
年
（
平
成
十
四
年
）
、
県
費
補
助
の
　
「
人
権
教
育
振
興
事
業
」
が
「
人
権
文
化
創
造
活
動
支
援
事
業
」
と
な
っ
た
。
「
地
域
改

善
対
策
奨
学
資
金
」
は
貸
与
額
は
そ
の
ま
ま
で
一
七
〇
人
に
貸
与
し
た
。
こ
の
年
か
ら
姫
路
市
で
は
一
般
施
策
の
中
で
「
大
学
生
等

奨
学
貸
付
事
業
」
と
し
て
月
額
五
万
円
を
百
人
に
限
定
し
て
貸
与
し
て
い
る
。
選
考
基
準
は
保
護
者
等
の
前
年
度
収
入
の
低
い
人
か

ら
順
に
百
人
と
決
め
て
い
る
。
兵
庫
県
は
「
高
等
学
校
奨
学
資
金
」
を
同
じ
く
一
般
施
策
で
、
全
県
七
百
人
程
度
に
貸
与
し
て
い
る
。

こ
れ
は
月
額
一
万
八
千
円
か
ら
三
万
五
千
円
で
あ
る
。

〇
三
年
（
平
成
十
五
年
）
、
「
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
」
貸
与
者
九
三
名
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
対
財
特
法
の
期
限
切
れ
前
に

入
学
し
、
奨
学
資
金
を
貸
与
申
請
し
た
学
生
の
こ
の
年
の
現
在
数
で
あ
る
。

第
二
節
　
奨
学
資
金
受
給
・
貸
与
の
実
態

一
　
姫
路
市
で
の
奨
学
金
受
給
・
貸
与
の
実
態

表
2
は
同
和
問
題
に
係
わ
る
施
策
の
一
つ
で
あ
る
奨
学
資
金
の
受
給
・
貸
与
生
の
姫
路
市
で
の
具
体
的
数
値
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
高
校
生
の
受
給
数
は
一
九
八
一
年
（
昭
和
五
十
六
年
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。
大
学
生
は
一
年
早
く
減
少
し
て

い
る
。
大
学
生
に
つ
い
て
は
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）
　
に
給
付
か
ら
貸
与
に
替
わ
り
、
高
校
生
は
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十

二
年
）
　
か
ら
貸
与
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
年
か
ら
、
結
果
と
し
て
表
で
は
大
学
生
は
八
十
二
年
か
ら
八
十
三
年
に
か
け
て
、
高

校
生
で
は
八
十
七
年
か
ら
八
十
八
年
の
激
減
が
見
ら
れ
る
。
給
付
か
ら
貸
与
に
変
更
し
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
減
少
す
る
の
だ
る
か
。
こ
の
当
時
の
地
域
の
保
護
者
で
貸
与
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
人
た
ち
に
聞
い
て
み
た
。
結
果
は

「
奨
学
資
金
を
借
り
て
家
計
を
助
け
た
い
が
、
貸
与
と
な
る
と
借
金
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
長
い
将
来
、
子
ど
も
に
借
金
返
済
の
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重
荷
を
背
負
わ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
「
こ
の
借
金
が
部
落
出
身
で
あ
る
証
し
と
し
て
残
っ

て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と
で
貸
与
申
請
を
遠
慮
す
る
者
が
増
加
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
十
～
二
十
年
も
の
間
、
毎
年
返
還
請
求
書
が

送
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
結
婚
し
て
も
消
え
な
い
た
め
、
結
婚
相
手
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
出
身
を
知
ら
れ
、
ま
た
奨
学
資
金
の
負

債
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
夫
婦
仲
に
ま
で
影
響
し
か
ね
な
い
現
実
が
あ
る
。
「
給
付
な
ら
申
請
し
受
給
す
る
が
、
貸
与
な
ら
申
請
を
控

え
る
」
、
「
解
放
奨
学
金
の
返
済
義
務
を
花
嫁
道
具
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
な
の
も
領
け
る
。
つ
ま
り
必
ず
し
も
部

落
内
が
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
た
め
に
奨
学
資
金
を
借
り
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
奨
学
資
金
が
給

付
か
ら
貸
与
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
申
請
希
望
者
が
減
少
す
る
と
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

貸
与
に
な
り
申
請
者
が
激
減
し
た
数
字
を
見
て
、
「
も
う
部
落
内
も
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
」
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
（
平
成
十
三
年
）
、
地
対
財
特
法
の
最
終
年
度
に
貸
与
の
駆
け
込
み
申
請
で
高
校
生
の
申
請
が
や
や
増
加
し
た
が
、
二
〇

〇
四
年
（
平
成
十
六
年
）
　
に
奨
学
資
金
の
貸
付
事
業
が
終
了
。
以
降
は
一
般
の
奨
学
資
金
を
借
り
る
以
外
方
法
が
な
く
な
っ
た
。
所

謂
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ
け
て
か
ら
十
数
年
、
日
本
経
済
は
底
を
打
ち
復
興
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
と
い
う
現
在
だ
が
、
倒
産
・
リ
ス
ト

ラ
等
で
職
を
失
う
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
特
に
非
正
規
労
働
者
の
多
い
部
落
で
は
将
来
の
展
望
を
兄
い
だ
せ
な
い
ま
ま
一
家
の
大
黒

柱
の
破
産
・
自
殺
等
で
残
さ
れ
た
家
族
が
困
窮
し
て
い
る
。
貸
与
を
受
け
た
奨
学
資
金
を
返
せ
る
余
裕
な
ど
な
い
人
が
少
な
く
な
い
。

日
本
の
経
済
不
況
の
た
め
に
一
番
被
害
を
被
っ
た
の
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
り
、
部
落
の
地
場
産
業
で
も
あ
っ
た
。
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表2　　地域改善対策奨学資金給付および貸与の状況（姫路市）

（8）

86　6768　桐　707172　73　7475　76　77　78　79　80　8182　83　84　8586　87　8889　90　919293　94　拍釦6　那　98　的00　耶（ほ椚　04

年度

lナ高等鰍上級元1

二
　
教
育
事
業
と
奨
学
資
金
事
業
の
成
果
と
課
題

9

姫
路
市
で
は
こ
の
教
育
事
業
と
奨
学
資
金
事
業
の
「
成
果
と
課
題
」
（
を

次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

ま
ず
教
育
事
業
の
成
果
と
し
て
、
次
の
五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
進
学
率
の
向
上
、
学
力
保
障
に
多
大
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

・
部
落
差
別
解
消
に
向
け
た
、
児
童
生
徒
の
正
し
い
知
識
の
習
得

と
自
立
意
識
の
向
上
に
効
果
が
大
き
か
っ
た
。

・
平
成
九
年
以
降
、
一
般
対
策
と
な
っ
た
が
、
解
放
学
級
の
成
果

を
引
き
継
ぎ
、
県
費
事
業
・
国
費
事
業
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。

・
周
辺
地
域
と
の
交
流
を
推
進
す
る
上
で
、
要
と
な
る
事
業
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

・
人
権
学
習
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
若
い
世
代
の
育
成
に
寄
与
し
て

い
る
。

次
に
教
育
事
業
の
課
題
と
し
て
四
項
目
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
地
対
財
特
法
の
失
効
以
降
、
補
助
額
等
減
額
の
傾
向
に
あ
り
、

事
業
数
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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・
保
護
者
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
教
育
事
業
へ
の
不
参
加
を
表
明
す
る
ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。

・
全
体
的
に
児
童
生
徒
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
小
中
合
同
で
の
開
催
と
い
っ
た
事
業
の
再
編
が
必
要
な
地
域
も
現
れ
て
き

て
い
る
。

・
教
職
員
に
占
め
る
講
師
の
割
合
が
大
き
い
ま
ま
で
あ
る
。

奨
学
資
金
事
業
の
成
果
と
し
て
は
次
の
五
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

・
進
学
率
の
格
差
解
消
、
学
力
保
障
に
多
大
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。

・
奨
学
資
金
を
得
て
資
格
や
学
位
を
取
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
己
実
現
の
支
援
の
柱
と
な
っ
て
き
た
。

・
平
成
十
四
年
以
降
、
新
規
は
な
く
な
っ
た
が
、
経
過
措
置
と
し
て
貸
与
生
の
卒
業
ま
で
継
続
貸
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

不
況
下
、
経
済
的
な
基
盤
の
弱
い
家
庭
の
子
弟
に
は
大
き
な
拠
り
所
と
な
っ
た
。

・
学
力
と
進
学
保
障
が
職
業
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
安
定
し
た
生
活
を
営
み
始
め
て
い
る
。

・
一
般
対
策
の
中
で
新
し
い
奨
学
資
金
（
県
・
市
）
　
へ
の
道
を
切
り
拓
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

最
後
に
奨
学
資
金
事
業
の
課
題
に
つ
い
て
四
項
目
挙
げ
て
い
る
。

・
返
済
に
際
し
、
居
所
不
明
、
滞
納
と
い
っ
た
問
題
が
多
く
あ
る
。

・
返
還
猶
予
や
返
還
免
除
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
済
的
困
窮
者
が
増
加
し
て
い
る
。

・
進
学
は
し
た
も
の
の
、
中
途
で
退
学
と
い
う
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

・
今
後
も
続
く
不
況
下
で
、
法
の
手
当
て
な
し
に
進
学
時
期
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
の
将
来
が
非
常
に
不
安
。
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以
上
の
よ
う
に
、
姫
路
市
で
は
同
和
地
区
に
係
わ
る
教
育
事
業
と
奨
学
資
金
に
つ
い
て
、
「
成
果
と
課
題
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、



当
を
得
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、
地
域
住
民
の
具
体
的
な
要
求
分
析
に
合
致
し
て
い
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
今
一
度

整
理
し
、
公
の
場
で
議
論
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。

（3）（2）（1）（9）（8）（7）（6）（5）（4）

総
務
庁
長
官
官
房
地
域
改
善
対
策
室
『
平
成
五
年
度
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
－
地
区
概
況
調
査
報
告
書
』
一
九
九
五
年

姫
路
市
総
務
局
総
務
部
情
報
管
理
課
資
料

一
九
五
一
年
、
京
都
で
発
生
し
た
事
件
。
市
の
職
員
が
雑
誌
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
」
に
小
説
「
特
殊
部
落
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
小
説
は
部
落
の
人
々

を
き
わ
め
て
差
別
的
に
描
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
部
落
解
放
委
員
会
は
、
市
行
政
が
部
落
の
劣
悪
な
状
況
を
放
置
し
て
い
た
こ
と
が
、
差
別
を
助
長
す

る
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
、
行
政
の
責
任
を
指
摘
し
た
。
こ
の
結
果
、
京
都
市
は
部
落
対
策
の
総
合
計
画
を
作
り
、
積
極
的
施
策
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
事
件
が
以
後
の
地
方
公
共
団
体
の
同
和
行
政
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

大
阪
国
税
局
　
平
成
十
八
年
分
　
財
産
評
価
基
準
書
　
路
線
価
図
　
五
七
〇
九
五
　
五
七
二
〇

朝
日
選
書
三
四
　
『
被
差
別
部
落
の
歴
史
』
原
田
伴
彦
著
　
朝
日
新
聞
社
一
五
九
亘

一
九
六
九
年
第
一
回
部
落
解
放
奨
学
生
全
国
集
会
討
議
資
料
　
『
解
放
運
動
を
奨
学
生
の
手
に
』
よ
り

同
右
姫
路
市
教
育
委
員
会
資
料
　
地
域
改
善
対
策
奨
学
資
金
給
付
お
よ
び
貸
与
の
状
況
（
二
〇
〇
五
年
度
整
理
集
計
）

姫
路
市
教
育
委
員
会
人
権
教
育
課
資
料
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